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増便を検討していました。しかし 2018年 10月から 11月、「増便」が困難と報道されました。なぜか。アメリ
カが難色を示したからです。なぜアメリカが反対すると、羽田の国際便の増便が困難になるのでしょうか？　
それは伊豆から東京西側、新潟までの一都八県の上空を米軍が管理しているからです。この管理区域は「横田













































































除されます（12条 3項）。さらに米軍人や家族などの所得税も免除されます（13条 2項）。 5米軍機は全国ど
こででも低空飛行訓練が可能であり（５条）、 6航空管制の最優先権をアメリカ軍が保持しています（6条 1








































































































































































































































































































10月 3日 大鹿村議会が JR東海に 8項目の意見書を提出。着工への「住民の理解」は村長と村議会の「同
意の表明」を条件とすることを求めた。
10月 11日 釜沢地区で工事説明会、「反対せず」。
10月 13日 住民 18人が工事の禁止を求め名古屋地裁に仮処分申立。
10月 14日 全村民向け最終説明会、JRは着工への「住民の理解」条件を受け入れ、「大鹿リニアを止める実
行委員会」（宗像充代表）は JRを批判。








1月 15日 村長選、柳島氏が 3選（柳島 570、酒井 241）。
2月 8日 JR東海社長、リニア土砂埋立地の管理責任を表明。松川町などの要求により、方針転換。
14 2017年度第３回平和学研究会　 2017年 10月 2日（月） 大鹿村の社会とリニア新幹線計画
2月 16日 農水省、JRによるトンネル掘削地となる上蔵地区の保安林指定の解除申請を妥当と判断、告示。
3月 18日 宗像充氏、保安林指定解除に異議を申し立てる意見書を県に提出。







































・ 2017 年 11 月 2 日「世界の米軍基地と平和への権利　イタリアの地位協定から考える日本の地位協定」
（主催：名古屋学院大学平和学研究会、共催：日本国際法律家協会東海支部、戦争をさせない 1000人委員会あ
いち、不戦へのネットワーク、於：イーブルなごや）
(2) 調査活動
・ 大逆事件の調査
・ 大鹿村の調査
(3) 活動報告書の発行
(4) 研究会の開催　 5回
　　　　　||||||||||||||||||||||||
2019年 2月 28日発行
　編・・・・・名古屋学院大学平和学研究会
　発行所・・・・・名古屋学院大学総合研究所
〒456-8612
　　　　　　　　名古屋市熱田区熱田西町 1番 25号
　　　　 　　　　　　　　名古屋学院大学　名古屋キャンパス白鳥学舎
　　　　　|||||||||||||||||||||||||{
